
タ
イ

TH
A

ILA
N

D

　
東
南
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
高
中
所

得
国
・
マ
レ
ー
シ
ア
。「
人
材
育
成
こ

そ
が
国
の
発
展
の
基
礎
と
な
る
」
と

い
う
政
府
の
強
い
信
念
の
も
と
、「
マ

レ
ー
シ
ア
技
術
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｍ

Ｔ
Ｃ
Ｐ
）」
を
創
設
し
、
他
国
へ
の
技

術
協
力
研
修
を
開
始
し
た
の
は
81
年

の
こ
と
。
以
来
、30
年
以
上
に
わ
た
り
、

世
界
延
べ
１
４
８
国
か
ら
研
修
員
を

受
け
入
れ
て
き
た
。
研
修
コ
ー
ス
は
、

産
業
開
発
、
金
融
、
環
境
な
ど
、
1

０
０
種
類
近
く
。
参
加
者
は
年
間
２

０
０
０
人
以
上
に
上
り
、
約
50
の
研

修
実
施
機
関
が
協
力
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
87
年
に
、
マ
レ
ー
シ

ア
と
の
第
三
国
研
修
を
ス
タ
ー
ト
。

現
在
は
、①
A
S
E
A
N
地
域
の
統

合
、②
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
協
力
の
強

化
、③
イ
ス
ラ
ム
国
・
地
域
へ
の
協
力

の
３
点
を
重
点
分
野
に
、
年
間
10
件

前
後
の
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
中

で
も
、
ス
ー
ダ
ン
・
イ
ラ
ク
・
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
政
府
高
官
を
招
い

て
実
施
す
る
「
多
文
化
国
家
に
お
け

る
平
和
構
築
研
修
」
は
、
ま
さ
に
マ

レ
ー
シ
ア
な
ら
で
は
の
も
の
。
多
民

族
・
多
文
化
・
多
宗
教
と
い
う
複
雑

な
社
会
環
境
の
中
、
こ
の
国
で
は
一

度
は
民
族
間
の
対
立
か
ら
武
力
衝
突

が
発
生
。
し
か
し
そ
れ
を
機
に
「
民

族
間
の
融
和
に
よ
る
平
和
構
築
」
を

実
現
さ
せ
、
目
覚
ま
し
い
経
済
成
長

を
果
た
し
た
経
験
を
持
つ
。
そ
ん
な

歴
史
と
教
訓
を
通
し
て
、
研
修
員
は

平
和
構
築
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め

て
い
く
。

　
だ
が
か
つ
て
は
マ
レ
ー
シ
ア
に
も
、

産
業
に
乏
し
く
、
工
業
製
品
の
輸
出

が
一
つ
も
な
い
時
代
が
あ
っ
た
。
そ

れ
を
打
開
し
た
の
が
、
国
内
の
工
業

化
を
は
じ
め
と
す
る
、
海
外
投
資
の

誘
致
に
向
け
た
数
々
の
取
り
組
み
だ
。

そ
ん
な
マ
レ
ー
シ
ア
の
経
験
を
生
か

し
、
ア
フ
リ
カ
・
ザ
ン
ビ
ア
の
経
済

成
長
を
目
指
す
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
「
ザ

ン
ビ
ア
投
資
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
・
オ
ブ
・
ホ
ー
プ
』」
が
、

今
、
高
い
関
心
を
集
め
て
い
る
。　
こ

れ
は
、
か
つ
て
政
権
で
経
済
発
展
の

一
翼
を
担
っ
て
い
た
、
元
マ
レ
ー
シ

ア
産
業
開
発
庁
副
長
官
が
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
な
り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
ザ
ン
ビ
ア

の
投
資
促
進
に
必
要
な
人
材
育
成
や

投
資
環
境
整
備
に
取
り
組
む
「
南
南

協
力
」
型
の
支
援
だ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
イ
ン
ド
に

ザ
ン
ビ
ア
開
発
庁
職
員
な
ど
を
派
遣

し
、
投
資
促
進
セ
ミ
ナ
ー
や
個
別
商

談
を
開
催
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
09

年
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
情
報
通
信
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
企
業
と
の
合
弁
に
よ

る
携
帯
電
話
工
場
が
首
都
ル
サ
カ
に

開
設
さ
れ
、
今
後
の
事
業
の
発
展
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
A
S
E
A
N
全
体
の
４
割
、
約
２

億
３
０
０
０
万
の
人
々
が
住
む
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
。
世
界
最
大
の
イ
ス
ラ
ム

人
口
を
抱
え
、
今
年
の
終
わ
り
に
は

「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
」
の
開
催
も

予
定
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
で
の
存
在

感
は
圧
倒
的
だ
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
81
年
よ
り
同
国
と
の

南
南
協
力
を
開
始
。
農
業
、初
等
教
育
、

家
族
計
画
な
ど
の
分
野
を
中
心
に
、

周
辺
国
や
ア
フ
リ
カ
各
国
を
対
象
と

し
た
第
三
国
研
修
を
実
施
し
て
き
た
。

ま
た
06
年
に
は
、
同
国
政
府
が
外
務

省
技
術
協
力
局
を
設
置
。
さ
ら
な
る

技
術
協
力
の
拡
大
に
向
け
、
実
施
体

制
を
整
え
つ
つ
あ
る
。「
最
近
、
他
の

途
上
国
か
ら
の
技
術
協
力
の
要
請
が

増
え
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
伝

え
る
技
術
の
レ
ベ
ル
や
経
験
が
、
同

じ
よ
う
な
課
題
や
環
境
を
持
つ
国
々

に
と
っ
て
受
け
入
れ
や
す
い
か
ら
だ

ろ
う
」
と
話
す
の
は
、
シ
テ
ィ
・
マ

ウ
ル
デ
ィ
局
長
。「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は

日
本
か
ら
多
く
の
支
援
を
受
け
て
い

る
が
、
今
後
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

も
よ
り
連
携
を
強
化
し
、
効
率
的
・

効
果
的
な
協
力
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
、
今
後
の
展
望
を
見
据
え
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
妊
産
婦
死

亡
率
が
高
い
こ
と
な
ど
、
か
つ
て
は

母
子
保
健
に
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

い
た
。
そ
う
し
た
状
況
を
大
き
く
改

善
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、

母
子
健
康
手
帳
の
普
及
だ
っ
た
。
日

本
の
経
験
を
伝
え
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支

援
に
よ
り
、
94
年
に
中
部
ジ
ャ
ワ
州

の
一
地
区
で
始
ま
っ
た
手
帳
の
配
布

は
、
06
年
ま
で
に
全
国
33
州
へ
と
拡

大
。
母
子
手
帳
が
、
家
庭
に
お
け
る

母
子
保
健
教
育
の
教
材
と
し
て
、
ま

た
健
康
と
医
療
の
記
録
と
し
て
、
多

く
の
妊
婦
や
子
ど
も
た
ち
の
安
心
を

支
え
て
い
る
。

　
07
年
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
母
子
手

帳
の
導
入
を
検
討
す
る
国
々
や
地
域

の
人
々
と
経
験
を
共
有
す
る
た
め
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
第
三
国
研
修
「
地
方
分

権
に
お
け
る
母
子
保
健
向
上
の
た
め

の
地
域
保
健
計
画
」
を
開
始
。
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
や
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
、

東
テ
ィ
モ
ー
ル
な
ど
か
ら
研
修
員
を

招
き
、
手
帳
が
果
た
し
て
き
た
役
割

や
普
及
の
過
程
を
伝
え
て
い
る
。

　
一
方
、
産
業
界
で
不
足
す
る
電
気

系
技
術
者
を
育
成
す
る
た
め
、
86
年

か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
を
受
け
、
電

気
系
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
（
工
業
系
高

等
専
門
学
校
）
の
教
員
養
成
課
程
を

強
化
し
て
き
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
。
現

在
は
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
第
三
国

研
修
を
実
施
。
ル
ワ
ン
ダ
な
ど
に
教

員
を
派
遣
し
、
電
子
工
学
系
教
育
の

普
及
に
も
努
め
て
い
る
。

　
海
外
直
接
投
資
の
積
極
的
な
受
け

入
れ
な
ど
に
よ
っ
て
、急
速
に
成
長
を

遂
げ
る
A
S
E
A
N
※
。日
本
に
と
っ
て

は
中
国
に
次
ぐ
貿
易
相
手
で
も
あ
り
、

い
ま
や
日
本
経
済
に
欠
か
せ
な
い
パ
ー

ト
ナ
ー
だ
。

　
日
本
は
戦
後
、独
立
を
果
た
し
た
A

S
E
A
N
諸
国
の
国
づ
く
り
に
多
く
の

協
力
を
行
い
、そ
の
成
長
を
力
強
く
後

押
し
し
て
き
た
。そ
し
て
現
在
、そ
の
中

か
ら
台
頭
し
て
き
た
国
々
が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

と
手
を
携
え
、メ
コ
ン
地
域
や
ア
フ
リ
カ

な
ど
の
国
々
を
支
援
し
て
い
る
。

　
１
９
９
７
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機

以
降
、
着
実
な
成
長
を
続
け
、
２
０

０
９
年
に
は
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｎ
Ｉ（
国

民
総
所
得
）
が
３
７
６
０
ド
ル
を
記

録
し
た
タ
イ
。
近
年
は
、
援
助
を
受

け
る
だ
け
で
な
く
、
周
辺
国
へ
の
支

援
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
タ
イ
の
対
外
援
助
は
、
技
術
協
力

を
担
当
す
る
「
タ
イ
国
際
開
発
協
力

局
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）」
と
、
資
金
協
力
や

そ
れ
に
関
連
す
る
技
術
協
力
を
実
施

す
る
「
周
辺
国
経
済
開
発
協
力
機
構

（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ａ
）」
の
２
つ
の
機
関
が
中

心
と
な
っ
て
い
る
。
周
辺
諸
国
と
の

格
差
を
是
正
し
、
A
S
E
A
N
地
域

が
安
定
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
、

主
に
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
諸
国
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
）

を
対
象
に
、
農
業
、
保
健
、
教
育
、

イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
分
野
で
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
特
に
、
経
済
連
携
の
強

化
を
目
的
と
し
た
、
有
償
資
金
協
力

に
よ
る
ラ
オ
ス
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の

道
路
・
空
港
整
備
な
ど
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

　
そ
う
し
た
中
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ａ
の
事
業
運
営
能
力
の
強
化
を
図
る

た
め
、
08
年
よ
り
専
門
家
を
派
遣
。

調
査
報
告
書
の
作
成
や
業
務
の
効
率

化
、
職
員
研
修
の
企
画
立
案
・
実
施

な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。

　「
依
然
、
組
織
的
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
対
象
国

や
対
象
分
野
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
検

討
す
る
な
ど
、
タ
イ
側
の
意
欲
の
大

き
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の

は
、
長
年
有
償
資
金
協
力
に
携
わ
っ

て
き
た
藤
沼
敏
雄
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
。

「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
と
っ
て
、Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ａ
が

よ
り
信
頼
の
お
け
る
援
助
パ
ー
ト
ナ

ー
と
な
り
、
互
い
の
長
所
を
生
か
し

効
果
的
な
援
助
協
調
を
展
開
し
て
い

け
る
よ
う
、
後
押
し
し
て
い
き
た
い
」

と
意
欲
的
だ
。

　
ま
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
日
本
が
同
国

と
結
ん
で
い
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
も
と
、
農
業
や

保
健
、
産
業
振
興
な
ど
、
タ
イ
に
と

っ
て
比
較
優
位
性
の
高
い
分
野
や
過

去
に
J
I
C
A
が
協
力
し
た
分
野
を

中
心
と
し
た
「
南
南
協
力
」
も
実
施
。

メ
コ
ン
地
域
や
ア
フ
リ
カ
各
国
を
対

象
に
、
年
間
約
15
件
近
い
「
第
三
国

研
修
」
を
行
っ
て
い
る
。

　
首
都
バ
ン
コ
ク
の
一
角
に
立
つ
「
ア

ジ
ア
太
平
洋
障
害
者
セ
ン
タ
ー
」。
04

年
に
日
本
の
無
償
資
金
協
力
に
よ
っ

て
建
設
さ
れ
た
こ
の
施
設
に
は
、
研

修
棟
や
宿
泊
設
備
が
備
え
ら
れ
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
国
々
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
障
害
を
抱
え
た
人
々
が
集
ま

る
。

　
彼
ら
は
、
障
害
者
の
社
会
参
加
や

自
立
促
進
、
社
会
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
な
ど
を
各
国
で
促
進
す
る
た
め
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
識
を
学
び
に
来

た
人
た
ち
で
、
自
身
も
何
ら
か
の
障

害
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
そ

し
て
研
修
を
実
施
す
る
同
セ
ン
タ
ー

の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
研
修
後
の

フ
ォ
ロ
ー
や
情
報
提
供
を
行
う
の
が
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
障
害

者
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
専
門
家
が
派
遣
さ
れ
、
タ
イ
人

指
導
員
に
よ
る
研
修
を
手
助
け
し
て

い
る
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や
業

務
調
整
な
ど
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

を
送
っ
て
い
る
。
ま
た
日
本
の
障
害

当
事
者
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
も
、

短
期
専
門
家
と
し
て
こ
こ
で
指
導
に

当
た
っ
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
指
す
の
は
、

同
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
32
カ
国
の
当
事
者
た
ち
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
促
進
さ
れ
、
彼

ら
の
働
き
掛
け
に
よ
り
、
障
害
者
の

社
会
参
加
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進

ん
だ
社
会
を
各
国
で
実
現
す
る
こ
と
。

そ
う
し
た
取
り
組
み
の
一
つ
の
成
果

と
し
て
、
タ
イ
や
そ
の
周
辺
国
で
は

20
〜
40
代
の
障
害
者
た
ち
が
中
心
と

な
り
、
自
ら
の
権
利
を
守
る
取
り
組

み
や
余
暇
活
動
の
た
め
の
当
事
者
団

体
を
設
立
し
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
す
る
な
ど
、
障
害
者
の
自

己
実
現
の
た
め
の
場
づ
く
り
が
活
発

化
し
て
い
る
。
ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
、
タ
イ
で
の
研
修
内
容
を
参
加
者

が
広
め
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

大
手
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
サ

ポ
ー
ト
の
も
と
、
障
害
者
の
暮
ら
し

や
す
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
大
き

な
力
が
、
タ
イ
か
ら
A
S
E
A
N
各

国
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
と

障
害
者
の
社
会
参
加
実
現
を

新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

構
築
す
る
た
め
に

ASEAN域内の共通課題への対応や、域内での「南
南協力」を促進するため、JICAは2002年より「JICA
－ASEAN地域協力会議（JARCOM）」を毎年開
催。各国のニーズに即した、地域協力・南南協力の案
件形成に貢献してきた。2010年からは、南南協力案
件のさらなる質の向上と各国の援助窓口とのネット
ワークを維持・強化するため、「東南アジア南南協力
会議（J-SEAM）」と名称を変え、実務レベルでより具
体的な議論を行っている。

各国の経験を地域全体の発展に

アジア太平洋障害者センターでの研修に参加する各国の研修員た
ち。障害者が住みやすい社会づくりが進むものと期待されている

※東南アジア諸国連合（Association of South-East Asian Nations）。
加盟国は、インドネシア・シンガポール・タイ・フィリピン・マレーシア・ブルネイ・ベ
トナム・ミャンマー・ラオス・カンボジア。

ＡＳＥＡＮこその
経験を広げたい

from ASEAN
ア セ ア ン 地 域

特集
新たな国際協力の世界  新興ドナーとつくる未来

特集
新たな国際協力の世界  新興ドナーとつくる未来

ア
ジ
ア
の
経
験
を

ア
フ
リ
カ
へ

技
術
協
力
の
拡
大
に
向
け
て

マ
レ
ー
シ
ア
で
学
ぶ

民
族
融
和
に
よ
る
平
和
構
築

マ
レ
ー
シ
ア

M
A

LA
YSIA

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

IN
D

O
N

ESIA

インドネシアの母子保健の取り組みを学ぶ第三国研修に参加し、現地
の母親たちからヒアリングを行うパレスチナ人研修員 ○c 今村健志朗

日
本
の
協
力
で
培
っ
た

経
験
を
伝
え
た
い

第三国研修「性感染症に係る症例管理技術」では、アフリカ５カ
国を対象に、性感染症に関する診断や治療方法、カウンセリン
グ・教育、症例管理などを伝える

第三国研修「多文化国家における平和構築」の研修員に、マハティール元首相が修了
証書を授与

携帯電話工場の作業員に、技術指導をするマレーシア人技術者。ここで製造される携帯電話は、国内で順調に
売り上げを伸ばしている

ルワンダのトゥンバ高等技術専門学校で電子情報通信技術を指導す
るインドネシア人教員

タイ

インドネシア

マレーシア

日本

ASEAN地域

タイ・バンコクの港に接岸した貨物船。
長年の輸出促進政策が、タイの経済発
展をけん引してきた　○c PANA

NEDAの有償・無償資金協力によって実施されているラオス南
部・パクセー空港の拡張事業
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タ
イ

TH
A

ILA
N

D

　
東
南
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
高
中
所

得
国
・
マ
レ
ー
シ
ア
。「
人
材
育
成
こ

そ
が
国
の
発
展
の
基
礎
と
な
る
」
と

い
う
政
府
の
強
い
信
念
の
も
と
、「
マ

レ
ー
シ
ア
技
術
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｍ

Ｔ
Ｃ
Ｐ
）」
を
創
設
し
、
他
国
へ
の
技

術
協
力
研
修
を
開
始
し
た
の
は
81
年

の
こ
と
。
以
来
、30
年
以
上
に
わ
た
り
、

世
界
延
べ
１
４
８
国
か
ら
研
修
員
を

受
け
入
れ
て
き
た
。
研
修
コ
ー
ス
は
、

産
業
開
発
、
金
融
、
環
境
な
ど
、
1

０
０
種
類
近
く
。
参
加
者
は
年
間
２

０
０
０
人
以
上
に
上
り
、
約
50
の
研

修
実
施
機
関
が
協
力
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
87
年
に
、
マ
レ
ー
シ

ア
と
の
第
三
国
研
修
を
ス
タ
ー
ト
。

現
在
は
、①
A
S
E
A
N
地
域
の
統

合
、②
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
協
力
の
強

化
、③
イ
ス
ラ
ム
国
・
地
域
へ
の
協
力

の
３
点
を
重
点
分
野
に
、
年
間
10
件

前
後
の
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
中

で
も
、
ス
ー
ダ
ン
・
イ
ラ
ク
・
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
政
府
高
官
を
招
い

て
実
施
す
る
「
多
文
化
国
家
に
お
け

る
平
和
構
築
研
修
」
は
、
ま
さ
に
マ

レ
ー
シ
ア
な
ら
で
は
の
も
の
。
多
民

族
・
多
文
化
・
多
宗
教
と
い
う
複
雑

な
社
会
環
境
の
中
、
こ
の
国
で
は
一

度
は
民
族
間
の
対
立
か
ら
武
力
衝
突

が
発
生
。
し
か
し
そ
れ
を
機
に
「
民

族
間
の
融
和
に
よ
る
平
和
構
築
」
を

実
現
さ
せ
、
目
覚
ま
し
い
経
済
成
長

を
果
た
し
た
経
験
を
持
つ
。
そ
ん
な

歴
史
と
教
訓
を
通
し
て
、
研
修
員
は

平
和
構
築
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め

て
い
く
。

　
だ
が
か
つ
て
は
マ
レ
ー
シ
ア
に
も
、

産
業
に
乏
し
く
、
工
業
製
品
の
輸
出

が
一
つ
も
な
い
時
代
が
あ
っ
た
。
そ

れ
を
打
開
し
た
の
が
、
国
内
の
工
業

化
を
は
じ
め
と
す
る
、
海
外
投
資
の

誘
致
に
向
け
た
数
々
の
取
り
組
み
だ
。

そ
ん
な
マ
レ
ー
シ
ア
の
経
験
を
生
か

し
、
ア
フ
リ
カ
・
ザ
ン
ビ
ア
の
経
済

成
長
を
目
指
す
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
「
ザ

ン
ビ
ア
投
資
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
・
オ
ブ
・
ホ
ー
プ
』」
が
、

今
、
高
い
関
心
を
集
め
て
い
る
。　
こ

れ
は
、
か
つ
て
政
権
で
経
済
発
展
の

一
翼
を
担
っ
て
い
た
、
元
マ
レ
ー
シ

ア
産
業
開
発
庁
副
長
官
が
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
な
り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
ザ
ン
ビ
ア

の
投
資
促
進
に
必
要
な
人
材
育
成
や

投
資
環
境
整
備
に
取
り
組
む
「
南
南

協
力
」
型
の
支
援
だ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
イ
ン
ド
に

ザ
ン
ビ
ア
開
発
庁
職
員
な
ど
を
派
遣

し
、
投
資
促
進
セ
ミ
ナ
ー
や
個
別
商

談
を
開
催
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
09

年
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
情
報
通
信
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
企
業
と
の
合
弁
に
よ

る
携
帯
電
話
工
場
が
首
都
ル
サ
カ
に

開
設
さ
れ
、
今
後
の
事
業
の
発
展
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
A
S
E
A
N
全
体
の
４
割
、
約
２

億
３
０
０
０
万
の
人
々
が
住
む
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
。
世
界
最
大
の
イ
ス
ラ
ム

人
口
を
抱
え
、
今
年
の
終
わ
り
に
は

「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
」
の
開
催
も

予
定
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
で
の
存
在

感
は
圧
倒
的
だ
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
81
年
よ
り
同
国
と
の

南
南
協
力
を
開
始
。
農
業
、初
等
教
育
、

家
族
計
画
な
ど
の
分
野
を
中
心
に
、

周
辺
国
や
ア
フ
リ
カ
各
国
を
対
象
と

し
た
第
三
国
研
修
を
実
施
し
て
き
た
。

ま
た
06
年
に
は
、
同
国
政
府
が
外
務

省
技
術
協
力
局
を
設
置
。
さ
ら
な
る

技
術
協
力
の
拡
大
に
向
け
、
実
施
体

制
を
整
え
つ
つ
あ
る
。「
最
近
、
他
の

途
上
国
か
ら
の
技
術
協
力
の
要
請
が

増
え
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
伝

え
る
技
術
の
レ
ベ
ル
や
経
験
が
、
同

じ
よ
う
な
課
題
や
環
境
を
持
つ
国
々

に
と
っ
て
受
け
入
れ
や
す
い
か
ら
だ

ろ
う
」
と
話
す
の
は
、
シ
テ
ィ
・
マ

ウ
ル
デ
ィ
局
長
。「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は

日
本
か
ら
多
く
の
支
援
を
受
け
て
い

る
が
、
今
後
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

も
よ
り
連
携
を
強
化
し
、
効
率
的
・

効
果
的
な
協
力
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
、
今
後
の
展
望
を
見
据
え
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
妊
産
婦
死

亡
率
が
高
い
こ
と
な
ど
、
か
つ
て
は

母
子
保
健
に
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

い
た
。
そ
う
し
た
状
況
を
大
き
く
改

善
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、

母
子
健
康
手
帳
の
普
及
だ
っ
た
。
日

本
の
経
験
を
伝
え
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支

援
に
よ
り
、
94
年
に
中
部
ジ
ャ
ワ
州

の
一
地
区
で
始
ま
っ
た
手
帳
の
配
布

は
、
06
年
ま
で
に
全
国
33
州
へ
と
拡

大
。
母
子
手
帳
が
、
家
庭
に
お
け
る

母
子
保
健
教
育
の
教
材
と
し
て
、
ま

た
健
康
と
医
療
の
記
録
と
し
て
、
多

く
の
妊
婦
や
子
ど
も
た
ち
の
安
心
を

支
え
て
い
る
。

　
07
年
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
母
子
手

帳
の
導
入
を
検
討
す
る
国
々
や
地
域

の
人
々
と
経
験
を
共
有
す
る
た
め
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
第
三
国
研
修
「
地
方
分

権
に
お
け
る
母
子
保
健
向
上
の
た
め

の
地
域
保
健
計
画
」
を
開
始
。
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
や
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
、

東
テ
ィ
モ
ー
ル
な
ど
か
ら
研
修
員
を

招
き
、
手
帳
が
果
た
し
て
き
た
役
割

や
普
及
の
過
程
を
伝
え
て
い
る
。

　
一
方
、
産
業
界
で
不
足
す
る
電
気

系
技
術
者
を
育
成
す
る
た
め
、
86
年

か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
を
受
け
、
電

気
系
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
（
工
業
系
高

等
専
門
学
校
）
の
教
員
養
成
課
程
を

強
化
し
て
き
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
。
現

在
は
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
第
三
国

研
修
を
実
施
。
ル
ワ
ン
ダ
な
ど
に
教

員
を
派
遣
し
、
電
子
工
学
系
教
育
の

普
及
に
も
努
め
て
い
る
。

　
海
外
直
接
投
資
の
積
極
的
な
受
け

入
れ
な
ど
に
よ
っ
て
、急
速
に
成
長
を

遂
げ
る
A
S
E
A
N
※
。日
本
に
と
っ
て

は
中
国
に
次
ぐ
貿
易
相
手
で
も
あ
り
、

い
ま
や
日
本
経
済
に
欠
か
せ
な
い
パ
ー

ト
ナ
ー
だ
。

　
日
本
は
戦
後
、独
立
を
果
た
し
た
A

S
E
A
N
諸
国
の
国
づ
く
り
に
多
く
の

協
力
を
行
い
、そ
の
成
長
を
力
強
く
後

押
し
し
て
き
た
。そ
し
て
現
在
、そ
の
中

か
ら
台
頭
し
て
き
た
国
々
が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

と
手
を
携
え
、メ
コ
ン
地
域
や
ア
フ
リ
カ

な
ど
の
国
々
を
支
援
し
て
い
る
。

　
１
９
９
７
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機

以
降
、
着
実
な
成
長
を
続
け
、
２
０

０
９
年
に
は
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｎ
Ｉ（
国

民
総
所
得
）
が
３
７
６
０
ド
ル
を
記

録
し
た
タ
イ
。
近
年
は
、
援
助
を
受

け
る
だ
け
で
な
く
、
周
辺
国
へ
の
支

援
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
タ
イ
の
対
外
援
助
は
、
技
術
協
力

を
担
当
す
る
「
タ
イ
国
際
開
発
協
力

局
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）」
と
、
資
金
協
力
や

そ
れ
に
関
連
す
る
技
術
協
力
を
実
施

す
る
「
周
辺
国
経
済
開
発
協
力
機
構

（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ａ
）」
の
２
つ
の
機
関
が
中

心
と
な
っ
て
い
る
。
周
辺
諸
国
と
の

格
差
を
是
正
し
、
A
S
E
A
N
地
域

が
安
定
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
、

主
に
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
諸
国
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
）

を
対
象
に
、
農
業
、
保
健
、
教
育
、

イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
分
野
で
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
特
に
、
経
済
連
携
の
強

化
を
目
的
と
し
た
、
有
償
資
金
協
力

に
よ
る
ラ
オ
ス
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の

道
路
・
空
港
整
備
な
ど
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

　
そ
う
し
た
中
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ａ
の
事
業
運
営
能
力
の
強
化
を
図
る

た
め
、
08
年
よ
り
専
門
家
を
派
遣
。

調
査
報
告
書
の
作
成
や
業
務
の
効
率

化
、
職
員
研
修
の
企
画
立
案
・
実
施

な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。

　「
依
然
、
組
織
的
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
対
象
国

や
対
象
分
野
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
検

討
す
る
な
ど
、
タ
イ
側
の
意
欲
の
大

き
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の

は
、
長
年
有
償
資
金
協
力
に
携
わ
っ

て
き
た
藤
沼
敏
雄
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
。

「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
と
っ
て
、Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ａ
が

よ
り
信
頼
の
お
け
る
援
助
パ
ー
ト
ナ

ー
と
な
り
、
互
い
の
長
所
を
生
か
し

効
果
的
な
援
助
協
調
を
展
開
し
て
い

け
る
よ
う
、
後
押
し
し
て
い
き
た
い
」

と
意
欲
的
だ
。

　
ま
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
日
本
が
同
国

と
結
ん
で
い
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
も
と
、
農
業
や

保
健
、
産
業
振
興
な
ど
、
タ
イ
に
と

っ
て
比
較
優
位
性
の
高
い
分
野
や
過

去
に
J
I
C
A
が
協
力
し
た
分
野
を

中
心
と
し
た
「
南
南
協
力
」
も
実
施
。

メ
コ
ン
地
域
や
ア
フ
リ
カ
各
国
を
対

象
に
、
年
間
約
15
件
近
い
「
第
三
国

研
修
」
を
行
っ
て
い
る
。

　
首
都
バ
ン
コ
ク
の
一
角
に
立
つ
「
ア

ジ
ア
太
平
洋
障
害
者
セ
ン
タ
ー
」。
04

年
に
日
本
の
無
償
資
金
協
力
に
よ
っ

て
建
設
さ
れ
た
こ
の
施
設
に
は
、
研

修
棟
や
宿
泊
設
備
が
備
え
ら
れ
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
国
々
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
障
害
を
抱
え
た
人
々
が
集
ま

る
。

　
彼
ら
は
、
障
害
者
の
社
会
参
加
や

自
立
促
進
、
社
会
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
な
ど
を
各
国
で
促
進
す
る
た
め
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
識
を
学
び
に
来

た
人
た
ち
で
、
自
身
も
何
ら
か
の
障

害
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
そ

し
て
研
修
を
実
施
す
る
同
セ
ン
タ
ー

の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
研
修
後
の

フ
ォ
ロ
ー
や
情
報
提
供
を
行
う
の
が
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
障
害

者
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
専
門
家
が
派
遣
さ
れ
、
タ
イ
人

指
導
員
に
よ
る
研
修
を
手
助
け
し
て

い
る
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や
業

務
調
整
な
ど
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

を
送
っ
て
い
る
。
ま
た
日
本
の
障
害

当
事
者
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
も
、

短
期
専
門
家
と
し
て
こ
こ
で
指
導
に

当
た
っ
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
指
す
の
は
、

同
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
32
カ
国
の
当
事
者
た
ち
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
促
進
さ
れ
、
彼

ら
の
働
き
掛
け
に
よ
り
、
障
害
者
の

社
会
参
加
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進

ん
だ
社
会
を
各
国
で
実
現
す
る
こ
と
。

そ
う
し
た
取
り
組
み
の
一
つ
の
成
果

と
し
て
、
タ
イ
や
そ
の
周
辺
国
で
は

20
〜
40
代
の
障
害
者
た
ち
が
中
心
と

な
り
、
自
ら
の
権
利
を
守
る
取
り
組

み
や
余
暇
活
動
の
た
め
の
当
事
者
団

体
を
設
立
し
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
す
る
な
ど
、
障
害
者
の
自

己
実
現
の
た
め
の
場
づ
く
り
が
活
発

化
し
て
い
る
。
ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
、
タ
イ
で
の
研
修
内
容
を
参
加
者

が
広
め
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

大
手
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
サ

ポ
ー
ト
の
も
と
、
障
害
者
の
暮
ら
し

や
す
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
大
き

な
力
が
、
タ
イ
か
ら
A
S
E
A
N
各

国
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
と

障
害
者
の
社
会
参
加
実
現
を

新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

構
築
す
る
た
め
に

ASEAN域内の共通課題への対応や、域内での「南
南協力」を促進するため、JICAは2002年より「JICA
－ASEAN地域協力会議（JARCOM）」を毎年開
催。各国のニーズに即した、地域協力・南南協力の案
件形成に貢献してきた。2010年からは、南南協力案
件のさらなる質の向上と各国の援助窓口とのネット
ワークを維持・強化するため、「東南アジア南南協力
会議（J-SEAM）」と名称を変え、実務レベルでより具
体的な議論を行っている。

各国の経験を地域全体の発展に

アジア太平洋障害者センターでの研修に参加する各国の研修員た
ち。障害者が住みやすい社会づくりが進むものと期待されている

※東南アジア諸国連合（Association of South-East Asian Nations）。
加盟国は、インドネシア・シンガポール・タイ・フィリピン・マレーシア・ブルネイ・ベ
トナム・ミャンマー・ラオス・カンボジア。

ＡＳＥＡＮこその
経験を広げたい

from ASEAN
ア セ ア ン 地 域

特集
新たな国際協力の世界  新興ドナーとつくる未来

特集
新たな国際協力の世界  新興ドナーとつくる未来

ア
ジ
ア
の
経
験
を

ア
フ
リ
カ
へ

技
術
協
力
の
拡
大
に
向
け
て

マ
レ
ー
シ
ア
で
学
ぶ

民
族
融
和
に
よ
る
平
和
構
築

マ
レ
ー
シ
ア

M
A

LA
YSIA

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

IN
D

O
N

ESIA

インドネシアの母子保健の取り組みを学ぶ第三国研修に参加し、現地
の母親たちからヒアリングを行うパレスチナ人研修員 ○c 今村健志朗

日
本
の
協
力
で
培
っ
た

経
験
を
伝
え
た
い

第三国研修「性感染症に係る症例管理技術」では、アフリカ５カ
国を対象に、性感染症に関する診断や治療方法、カウンセリン
グ・教育、症例管理などを伝える

第三国研修「多文化国家における平和構築」の研修員に、マハティール元首相が修了
証書を授与

携帯電話工場の作業員に、技術指導をするマレーシア人技術者。ここで製造される携帯電話は、国内で順調に
売り上げを伸ばしている

ルワンダのトゥンバ高等技術専門学校で電子情報通信技術を指導す
るインドネシア人教員

タイ

インドネシア

マレーシア

日本

ASEAN地域

タイ・バンコクの港に接岸した貨物船。
長年の輸出促進政策が、タイの経済発
展をけん引してきた　○c PANA

NEDAの有償・無償資金協力によって実施されているラオス南
部・パクセー空港の拡張事業
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